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を
破

壊
し

、

レ

ビ

人
を

集
め
て

民
の

内
の

三

千
人
を

殺
害
す
る
。

モ

ー

セ

自
身
こ

の

民
の

行

為
が

罪
で

あ
っ

た

と

言
っ

て

い

る

よ

う
に

（
二

十
一

節
）

、

こ

の
一

連
の

出
来
事
は
ユ

ダ
ヤ

教
に

と
っ

て

非
常
に

問
題
の

あ
る

事
件
で

あ

り
、

彼
ら
に

と
っ

て

信

仰
の

危
機
と

呼
べ

る

ほ

ど

の

も
の

で

あ

る
。

事
実
、

新
約
聖

書
に

お
い

て

す
で

に

キ

リ
ス

ト

教
会
が

こ

の

事
件
を

も
っ

て

ユ

ダ

ヤ

教
を

攻
撃
し
た

と
い

う
伝
承
も

残
さ
れ

て

い

る

（

使
徒
言

行
録
七

章）
。

で

は

逆
に
、

ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖
書
が

確
立
し

た

後
の

時
代
の

ユ

ダ
ヤ

教
は
、

こ

の

事
件
を
ど

の

よ

う
に

解
釈
し

、

ま
た

克
服
し
て

き
た

の

か
。

そ
の
一

端
を

翻
訳
聖

書
か

ら

明
ら

か

に

す
る

の

が

本
報
告
の

目
的

で

あ
る

。

な
お
、

翻
訳
聖
書
の

底

本
と
な

る
ヘ

ブ
ラ

イ

語
原
典
は
、

紀
元

一

世
紀
に

は

現
在
と
ほ

ぼ

同
じ
形
で

確
立
し

た

も
の

と

み
な
す

。

　
ヘ

ブ

ラ

イ
語
聖
書
の

最
初
の

翻

訳
は
、

紀
元

前
三

世
紀
半
ば

頃
ま
で

に

エ

ジ
プ
ト

の

ア

レ

ク

サ

ン

ド

リ
ア

で

生

ま
れ

た
、

七

十
人
訳
と

呼
ば

れ

る

ギ

リ
シ

ア

語
訳
で

あ
る

。

こ

れ
以

降
少
な
く
と

も
二

世
紀
に

は

そ
の

他
の

ギ

リ
シ

ア

語
訳
が
流
布
し
て

い

た

と

考
え
ら

れ
る

が
、

本
報
告
で

は

ギ

リ

シ

ア

語
訳
は

こ

の

七

十
人
訳
の

み

を

扱
う

。

続
い

て
、

ア

ラ

ム

語
訳
で

あ

る

タ

ル

グ

ム

が

成
立
し
て

い

く
。

現
在
確
認
さ
れ

て

い

る
モ

ー

セ

五

書
の

タ

ル

グ

ム

と

し
て、

オ

ン

ケ
ロ

ス

（
三

世
紀）

、

偽
ヨ

ナ
タ

ン

（
七
世
紀）

、

ネ
オ
フ

ィ

テ

ィ

（
七

−
九

世
紀）
、

フ

ラ

グ

メ

ン

ト

（

不
詳
∀

の

四

種
類

が

挙
げ
ら

れ
る

。

そ
の

他、

聖
書
は

ラ

テ
ン

語
や
シ

リ
ア

語
な
ど
様
々

な

言
語
に

翻
訳
さ
れ
て
い

く
が、

そ
れ
ら

は

み

な
キ

リ
ス

ト
教
徒
に

よ

る

キ

リ

ス

ト
教
徒
の

た
め
の

翻

訳
で

あ
る

た

め
、

本
報
告
で

は

扱
わ

な
い

。

　

具
体
的
に

見
て

い

く
と、

ま
ず
七

十
人
訳
で

は
、

イ
ス

ラ
エ

ル

の

民
が

子

牛
像
を
作
っ

た
の

は

「

民
が
悪
の

中
に
い

る
」

（

原
典
二

十
二

節）

か

ら

で

は
な
く、

民
の
「

衝

動
」

の

せ

い

だ
と

解
釈

す
る

が
、

こ

の

「

衝
動
」

は

ラ

ビ

文
献
に

よ

く
見
ら

れ
る

後
述
の

「

悪
の

衝
動
」

と

は

異
な
る

。

そ
の

他
の

箇
所
は
ほ

ぼ

ヘ

ブ

ラ

イ

語
原

典
の

直
訳
で

あ
り、

特
に

目
立
っ

た

解

釈
は

見
ら
れ

な
い
。

続
い

て

タ

ル

グ

ム
、

特
に
一

番
加

筆
の

多
い

偽
ヨ

ナ

タ

ン

に

は、

「

モ

ー

セ

自
身
が

定
め

た

時
問
が

過
ぎ
て

も
モ

ー

セ

が
下
山

し

な
か

っ

た
」

（
一

節）
、

「

サ
タ
ン

が
や
っ

て

き
て

民
の

心
を
傲
慢
し
た
」

（
同）
、

「

民
は
モ

ー

セ

が

神
の

前
で

燃
や
さ
れ
た
の

を

見
た
」

（
同）
、

「

ア

ロ

ン

は

フ

ル
（
モ

ー

セ

の

甥）

が
殺
さ
れ
る
の

を

見
て

恐
れ
た
」

（

五

節）
、

「

民
は

偶
像

崇
拝
に

戯
れ
た
」

（
六

節）
、

「

民
を
迷

わ
せ

た
の

は

悪
の

衝

動
」

（
二

十
二

節
）

な
ど
の

記
述
が

あ
る．、

タ
ル

グ

ム

に
は

、

民
の

罪
は

罪
と
し

て

認
め

た

上
で
、

彼
ら
が

子
牛
像
を
求
め
た

理
由
や

ア

ロ

ン

の

行

動
の

背
景
な
ど

の

細
か
い

描
写
を

加
え
る

傾
向
が
あ
る

。

そ

の

上
で

、

ア

ロ

ン

に

対
し

て

は
一

貫
し
て

同
情
的
で

あ
り、

民
全
体
に

対
し
て

も
一

定

の

同
情
の

余
地
を

残
し
て

い

る

と

言
え
る

。

こ

う
い

っ

た

自
由
度
の

高
い

聖
書
解
釈
は
、

翻
訳
聖
書
だ

け
で

は

な
く
そ
の

他
の

ユ

ダ
ヤ

教
文
献
に

も

見
ら
れ

る

こ

と

か

ら、

翻
訳
聖
書
が

ユ

ダ

ヤ
教
の

聖
書
解

釈
の

慣
習
に

則

っ

て

い

る

こ

と

は

明
ら
か
で

あ
る

。

そ
の

上
で
、

解
釈
を

直
接
聖
書
本
文

に

織
り
込
ん

だ

と
い

う
点
に、

そ
の

特
徴
が
あ
る
と

言
え
よ

う
。

「

第一
一
神
殿

崩
壊
」

は

い

か

に

解
釈
さ
れ
た
か

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

勝
又

悦
子

　
紀
元
後
七

〇
年、

そ
れ
ま
で

の

ユ

ダ

ヤ

教
の

中
心
で

あ
っ

た

神
殿
が
ロ

ー

マ

帝
国
の

テ

ィ

ト
ス

帝
に
よ

っ

て

崩
壊
さ
れ
、

以

後
、

ユ

ダ
ヤ

教
徒
は

国
家
を
失
う

。

宗
教
的
な
中
心
を

失
う
こ

と

に

な
っ

た
こ

の

事
件
は、

ユ

ダ

ヤ

教
の

転
換
期
と
さ
れ
る

。

以

後、

祭
司
集
団
が

率
い

る

祭
儀
的
な
ユ

ダ

ヤ
教
か

ら
、

ラ

ビ

（
ト
ー

ラ

ー

の

学
び

の

師）

が
主
導
す
る

ト
ー

ラ

ー
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解
釈
と

学
び
を
中
心
に

据
え
る

ユ

ダ
ヤ
教
に

転
換
し

た
と
さ
れ
る

。

本
稿

で

は
、

そ
の

衝
撃
が

、

最
も
近
接
し
た

時
代
の
、

ま
た

今
の

ユ

ダ
ヤ
教
の

べ

ー

ス

を

作
る

こ

と
に

な
っ

た

ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ

教
に

お
い

て

ど
の

よ
う
に

解
釈
さ
れ
て

い

た
の

か
を

考
察
す
る

。

　

ま

ず、

じu

胃
H

訂
コ

カ
Φ

ω

08

芻

牢
o
冨
。

陸

を
使
っ

た

統
計
か
ら
、

「

神

殿
崩
壊
」

と
い

う
術
語
は

定
着
し
て

い

な
い

も
の

の
、

「

神
殿
」

「

崩

壊
す

る
」

の

組
み

合
わ
せ

は

他
の

時
代
の

文
献
と
比

較
し

て

も
、

ラ

ビ

文
献
の

中
で

は

重
要
事
項
で

あ
っ

た
と

い

う
こ

と
が

伺
え
た

。

　

そ
の

中
で

も、

言

説
数
は

多
く

は
な
い

が
、

紀
元
二

〇
〇

年
ご

ろ

ラ

ビ
・

イ
ェ

フ

ダ
・

ハ

・

ナ

ス

イ

に

よ
っ

て

集
大
成
さ

れ
た

「

ミ

シ
ュ

ナ
」

中
で

の

「

神
殿
」

「

崩

壊
」

に

か
か
わ
る

記
事
に

注
目
す
る

。

「

ミ

シ

ュ

ナ
」

は
、

最
初
に

編
纂
さ

れ
た

ラ

ビ
・

ユ

ダ
ヤ

教
文
献
で

あ
り

、

日

常
生

活
の

諸
習
慣
の
べ

ー

ス

と
な

り
、

タ

ル

ム

ー

ド
の

議
論
の

中
核
と
な

り
、

さ
ら

に

そ
の

タ

ル

ム

ー

ド

が
ユ

ダ
ヤ

教
学、

思
想
の

中
核
に
な
っ

た
よ

う
に

、

ユ

ダ

ヤ
教
に

お

い

て

非
常
に

重
要
な

書
で

あ
る

か
ら
だ

。

「

ミ

シ

ュ

ナ
」

に

お

け
る

神
殿
崩
壊
に

か

か
わ
る

記

事
の

特
徴
は

以

下
の

通

り
で

あ
る

。

　

第
一

に
、

神
殿
健
在
時
の

記
述
に

比
べ

て

は

る
か

に
分
量
が

少
な
い

。

「

神
殿
」

・
「

崩
壊

す
る
」

の

組
み

合
わ

せ
で

ヒ

ッ

ト

す
る

言
説
数
は

、

一

一

例
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

第
二

神
殿
時
代
の

神
殿
健
在
の

儀
礼、

慣
習

等
が

詳
細
に

、

非
常

に
具

体
的
に

鮮

明
に

記
録
さ

れ
て

い

る

（
ミ

シ
ュ

ナ
・

ビ

ッ

ク

リ

ー

ム

三
・

三

他
多
数
）

。

神

殿
崩
壊
か
ら

＝
二

〇

年
ほ

ど

の

年
月
を
経
た

と

き
に
、

あ
え
て

こ

の

よ

う
な

文
書
を
残
す
こ

と
が

ま
ず

選
ば

れ
た

こ

と

は

留
意
す
べ

き
だ
ろ

う
。

　

第
二

に
、

ラ

バ

ン
・

ヨ

ハ

ナ

ン

・

ベ

ン
・

ザ
ッ

カ

イ

の

タ

カ

ノ

ー

ト

（
法
制
定
）

に

関
し
て

言
及
さ

れ

る
例
が

目
立
つ

（
ミ

シ

ュ

ナ
・

ロ

ー

シ

ユ

・

ハ

・

シ

ャ

ナ
四
・
一

他
五

例
）

。

タ

カ

ノ

ー

ト
と

は
、

実
情
に

合
わ

せ

て

ラ

ビ

た
ち
が

制
定、

あ
る

い

は
改

訂
し

た

法

規
で

あ
る

。

「

ミ

シ
ュ

ナ
」

で

は
、

匡
ヨ
冒

（

制
定
し
た）

で

検
索
す
る
と

、

＝

例
ヒ

ッ

ト

す

る
。

し
か

し
、

タ
カ

ノ

ー

ト
の

文
脈
で

「

神
殿
崩

壊
」

が

言
及
さ
れ

る

の

は
ラ

バ

ン
・

ヨ

ハ

ナ

ン
・

ベ

ン
・

ザ
ッ

カ
イ
の

五
例
の

み

で

あ
る

。

他
の

タ
カ

ノ

ー

ト

（

ラ
バ

ン
・

ガ

マ

リ
エ

ル

ニ

件、

老
ヒ

レ

ル

ニ

件、

主

語
無

一

件
）

は
、

離
縁

状
の

記

載
・

借
用
状
と
い

う
、

特
定
の

法
的
状
況
に

お

け
る

事
例
で

の

制

定
で

あ
る

が
、

ラ
バ

ン

・

ヨ

ハ

ナ

ン

・

ベ

ン

・

ザ
ッ

カ

イ
の

タ

カ

ノ

ー

ト
は

毎
年
巡
っ

て

く
る

年
間
行
事
（

新
年
・

仮
庵
祭）

に

関
係
し

て
、

か

つ

て

は
、

神
殿

限
定
の

慣
習
が

緩
和
さ

れ
て

い

く
過
程
が

伺
わ
れ

る
。

こ

こ

で

は

決
し

て
、

神
殿
崩
壊
の

衝
撃
が

語
ら

れ
る

こ

と

は

な

く
淡
々

と

変
化
が

記
述
さ

れ
る

。

し

か
し、

神
殿
崩
壊
に

先
ん

じ
て
、

棺
桶
に

潜
ん

で

エ

ル

サ

レ

ム

を

脱
出
し

、

敵
の

武
将
と

交
渉
の

末、

ヤ
ブ

ネ

学
塾
創
設
を

認
め

さ

せ
た

と

さ
れ

る

ラ

ビ
・

ユ

ダ

ヤ

教
の

立
て
役
者
で

あ
る

ラ

バ

ン

・

ヨ

ハ

ナ

ン

・

ベ

ン
・

ザ

ッ

カ

イ
と

彼
に

よ

る

神
殿
崩
壊

後

の

法
の

拡
大
を
重

ね
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

年
間
行
事
の

中
に

神
殿
の

記

憶

を

植
え
つ

け
る

こ

と

に

な
っ

た

よ

う
に

思
う

。

　

第
三

の

特
徴
と

し
て

、

法
的
文
書
に

お
け
る

時
間
の

記
載
法
に

関
し
て

二

例
（
同
ギ

ッ

テ

ィ

ー

ン

八
・

五）

が
あ
る

。

神
殿
崩
壊
は

完
全
に

時

問

軸
の
一

目
盛
り
と

し
て

認
識
さ
れ
て

い

た

こ

と

も
伺
え

る
。

　

第
四
に、

列
挙
型
教
訓
と

も
言
え
る

ジ

ャ

ン

ル

で

の

言
及
が
あ
る

（
同

ソ

ー
タ

九
・
一

二
）

。

こ

れ
こ

そ、

神

殿
崩
壊
の

衝

撃
を
語
る

も
の

で

あ

る

が、

事
例
数
と

し
て

は

極
め

て

限
定
的
で

あ
る

。

　

以
上

の

特
徴
は、

「

法
律

的
文
書
」

と
し

て

の

ミ

シ
ュ

ナ

の

ジ

ャ

ン

ル

も
影
響
し
て

い

る
が、

こ

れ
ら
を
「

暗
記

す
る
」

こ

と

に

よ
っ

て
、

神
殿

（765）43
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祭
儀
と

神
殿
崩
壊
の．
記
憶
が

日
常
に

刷
り
込
ま
れ
て

い

っ

た

の

で

は

な
い

か
。

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

『

イ

エ

メ

ン

へ

の

手
紙
」

考

察

　

−
共
同
体
崩
壊
危
機
の

克
服

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

神
田

　
愛
子

　
『
イ

エ

メ

ン

へ

の

手
紙
』

（

露
鴨

毳
、

寒
ミ

§）

は
、

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

（

一

］

三

五

−
一

二

〇

四
）

が
タ

ル

ム

ー

ド

学
院
長
ヤ

コ

ブ
・

ベ

ン

・

ナ
タ

ナ

エ

ル

の

求
め

に

応
じ

、

一
一

七
二

年
に

イ
エ

メ

ン

の

ユ

ダ
ヤ

共
同
体
に

書

き
送
っ

た

手
紙
で

あ
る

。

サ

ラ

デ

ィ

ン

に

反
抗

す
る

シ

ー

ア

派
が

実
権
を

握
り
彼
ら
に

改
宗
を
迫

る
と

同
時
に
、

メ

シ

ア

を
自

称
す
る

者
が

出
現
し

た

こ

と
で

共
同

体
は

混
乱
に

陥
る

。

共
同
体
崩

壊
危

機
に

際
し
、

ラ

ビ
と

し

て

彼
が
ユ

ダ
ヤ

伝
統
を
ど

う
解
釈
し

た

か

を

本
発

表
で

は

考
察
し

た
。

　
イ
エ

メ

ン

へ

の

入
植
は

、

伝
説
で

は

第
一

神

殿
崩

壊
（
紀
元

前
五

八

六

年）

以

前
と

さ
れ

る
が

、

三

世
紀
以
降
の

記
述
で

は
、

第
二

神

殿
崩

壊

（
七
〇

年）

後
に

離
散
し
た
ユ

ダ

ヤ
人
が
共

同
体
を

構
築
し

た

ら
し
い

。

イ

ス

ラ

ー

ム

化
以

前
の

イ
エ

メ

ン

は

五

政
体
に

分
か
れ

、

こ

の

う
ち
ヒ

ム

ヤ

ル

の

王
が

三

八

四

年
に
ユ

ダ
ヤ

教
に

改
宗
し
た
が、

五
二

五

年
に

エ

チ

オ

ピ

ア

の

キ

リ

ス

ト

教
徒
に

よ

り
滅
亡
。

五

七
〇

年
に

は
サ

サ
ン

朝
ペ

ル

シ

ャ

に
、

六

二

九

年
に

は

イ
ス

ラ

ー

ム

軍
に

占

領
さ
れ

、

イ
ス

ラ

ー

ム

化

し

た
。

改

宗
し
た

者
も
い

た

が、

多
く
は

改
宗
せ

ず
バ

ビ

ロ

ニ

ア

の

ユ

ダ

ヤ

共
同
体
と
密

接
な

関
係
を

保
っ

た

ら

し
い

。

ア

デ

ン

が

国
際

貿
易
港
と

し

て

重
視
さ

れ
た

十
一

世
紀
か
ら

十
三

世
紀
に

か
け、

イ
エ

メ

ン

の

ユ

ダ

ヤ

共
同
体
は

イ
ス

ラ

ー

ム

圏
の

中
で

重

要
な
役

割
を
果
た
し

、

ア

イ
ユ

ー

ブ

朝
（
一

＝
ハ

九

−
一

二

五

〇）

下
の
エ

ジ
プ

ト
の

ユ

ダ
ヤ

共

同
体
と
は

固
く
結
束
し

て

い

た
。

メ

シ

ア

待
望
の

動
き
は

イ
ス

ラ

ー
ム

化
以
前
か
ら

あ
り、

ユ

ダ
ヤ

教
徒
と
ム

ス

リ
ム

が

互

い

に
思
想
的
に

影

響
し
合
っ

た

と

見
ら

れ

る
。

こ

の

た

め
、

九

世
紀
末
に

実
権
を
握
り、

隠
れ
イ
マ

ー

ム

を

否
定
し
た

シ

ー

ア

派
一

派
の

ザ
イ

ド

派
は
、

メ

シ

ア

待
望
の

動
き
を
ユ

ダ

ヤ

教
徒
の

イ
ス

ラ

ー

ム

政
権
に

対
す
る

反
抗
と

し
て

捉
え
る

。

ア

イ
ユ

ー

ブ

朝
下
の

ユ

ダ

ヤ

人
は

比
較
的
平
穏
に

暮
ら
し
て

い

た
が、

イ
エ

メ

ン

の

地

方
総
督
ム

イ

ズ

ッ

デ

ィ

ー

ン

・

イ
ス

マ

ー

イ

ー
ル

が
イ
ス

ラ

ー

ム

へ

の

改
宗
を

強
制
し

た
こ

と
で

、

イ

エ

メ

ン

の

ユ

ダ

ヤ
人
共
同
体
は

恐
怖
に

陥

る
。

　

手
紙
の

論
点
は

主
に

三

点
で

あ
る

。

第
一

に
、

迫
害
は

か

ね

て

か

ら

預

言
さ

れ

て

い

た

が
、

そ

れ

は
じ

き
に

止
む

。

か

つ

て

は

暴
力
（

ア

マ

レ

ク

人
、

ネ
ブ

カ

ド

ネ
ザ
ル

、

ハ

ド

リ

ア

ヌ

ス

な
ど
）

や
言
論
（
シ

リ

ア

人
、

ギ

リ

シ

ア

人
、

ペ

ル

シ

ャ

人）

に

よ
る

迫

害
だ
っ

た

が、

今
の

迫
害
は

そ

の

二

つ

を
合
わ
せ

持
ち

、

よ

り
効
果
的
に

我
々

の

法
を
滅
ぼ

そ
う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

ナ

ザ
レ

の

イ
エ

ス

は
、

自
分
は

す
べ

て

の

預
言
者
に

よ

り

約
束
さ

れ

神
か
ら

使
わ
さ
れ
た
メ

シ

ア

だ
と

い

い
、

律
法
を

完
全
に

廃
棄

し

よ

う
と

す
る

が

そ
れ
は

成
就
し
な
い

（

ダ

ニ

エ

ル
一
一

二

四
）

。

も

う
一

人
の

男
（
ム

ハ

ン

マ

ド）

が

彼
に

続
き、

命
令
と

禁
止
に

よ
る

新
た

な

法
を

真
似
て

作
る

が
、

そ
れ

は

自
分
自

身
に

栄
光
を

帰
す
た
め
の

も
の

で

し
か
な
い

。

ダ
ニ

エ

ル

書
七

章
八

節
の

小
さ

な
角
は

こ

の

男
の

こ

と
で

あ
り

、

先
の

三

本
の

角
は

ロ

ー

マ
、

ペ

ル

シ

ア
、

ギ

リ

シ

ア

で

あ
る

。

強

制

的
棄
教
は

主
が

必
ず
止
め

ら

れ

る

（

BT

ケ
ト
ボ
ッ

ト

ニ

b
な
ど

）

。

第
二

に、

メ

シ

ア

が
い

つ

来
る

か
は

誰
に

も
わ
か

ら

な

い
。

終
末
に

関
し

て

は

語
る

こ

と
が

封
じ
ら
れ
（
ダ
ニ

エ

ル

十
二
一

九
）

様
々

な

見
解
が
生

じ
る

が
（
同
十
二
冖

四）

そ
れ
ら
は
い

ず
れ

も

成
就
し

な
い

〔
BT

サ
ン

44（766）
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